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１．研究計画の概要 
本研究は、20 世紀における「生物」と「無生
物」をめぐる思考を総合的にたどることを目
指すものである。これは現代思想史研究の試
みとして企図されている。本研究では「生物
／無生物」という概念を指標として、この対
概念が 20 世紀の思想の展開においてどのよ
うな意味を持ち、また影響を及ぼしてきたの
かを系譜学的に整理・記述する。その際には、
20 世紀における「人間」概念についての思考
の歴史に同時代の生命科学の展開が与えた
影響の深さを分析することもまた重要な課
題として位置づけられる。本研究は医学・生
命科学と思想との相互交渉の歴史を、その第
一次資料を集積し、整理しなおし、今後の思
想史研究のためのひとつのアーカイブズと
して呈出するものとなることを最終的な目
標とする。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究では、研究計画に基づき、20 世紀初頭
の「生物／無生物」概念の編成・形成に関わ
るものと考えられる文献を総覧的に選び出
す作業をおこなっている。基幹的文献資料の
枠組みは以下の４点、すなわち(1)生命科学者
による「生物／無生物」に関する思考、(2)
哲学者による「生物／無生物」に関する思考、
(3)生命科学研究の領域における「生物／無生
物」概念を定義する言説、(4)生命科学により
「生物／無生物」に関する定義についての社
会科学的分析および批評、である。(1)につい
ては、20 世紀の生命科学者による文献に留ま
らず、その原点としての 19世紀の生物学者、
物理学者の言説も再検討の対象として含め
るに至っている。また、1940 年代から 1950

年代にかけての、物理学と生物学の接合と分
離にも注目して考察している。(2)および(4)
については、視覚表象と物質性の関係、擬人
化という契機の人文学・科学的思考双方にお
ける意義、身体論的イメージとしての「生物」
「無生物」の概念が人文学的思考に与えた影
響、の３点を特に重要な主題として考察して
いる。また、これらの思想上の潮流が(3)の領
域に逆照射された痕跡の確認にも努めてい
るところである。 
 
３．現在までの達成度 
③おおむね順調に進展している。 
(理由) 
生物と無生物をめぐる、２０世紀の思想史
的・医学史的展開についての概況とその中の
重要な主題を発見している点では満足でき
る。しかしこれを利用可能な形で体系化する
という作業については未だ不十分である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)「進捗状況」で述べた主題に関わる考察
については、論文の形でこれを公表する。 
(2)研究全体を整理し報告する、最終的な文
献表の作成の作業を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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